
「「 「「
埼埼 埼埼
玉玉 玉玉
土土 土土
建建 建建
だだ だだ
かか かか
らら らら

安安 安安
心心 心心
」」 」」
をを をを
武武 武武
器器 器器
にに にに

昨
年
末
か
ら
継
続
的
に

行
っ
て
き
た
組
合
の
仕
事

宣
伝
行
動
で
は
、
組
合
に

住
宅
相
談
を
寄
せ
た
地
域

住
民
か
ら
は
「
埼
玉
土
建

だ
か
ら
安
心
」
「
看
板
を

よ
く
見
て
い
る
」
な
ど
、

埼
玉
土
建
だ
か
ら
頼
ん
だ

と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
こ
れ
は
埼
玉
土
建

の
こ
れ
ま
で

32年
に
わ
た

る
住
宅
デ
ー
の
開
催
や
地

域
の
催
し
へ
の
参
加
、
子

ど
も
木
工
教
室
を
開
催
す

る
中
で
築
い
て
き
た
地
域

住
民
と
の
信
頼
関
係
の

「
証
」
と
言
っ
て
い
い
。

一
方
で
、
「
ど
こ
に
頼
ん

で
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
が
、
埼
玉
土
建
の
宣
伝

を
み
て
」
と
組
合
が
働
き

か
け
な
け
れ
ば
、
仕
事
に

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
市
民

も
い
た
。
昨
年
、
既
存
住

宅

25万
戸
を
調
査
し
、
住

民
か
ら
７
千
枚
を
集
め
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
顔

が
見
え
る
・
地
元
」
「
安

心
」
を
理
由
に
８
割
以
上

の
住
民
が
仕
事
を
依
頼
す

る
な
ら
地
元
業
者
へ
と
回

答
し
て
い
る
。
こ
の
結
果

に
自
信
を
持
ち
、
地
域
で

の
宣
伝
や
組
合
員
自
お
客

さ
ん
を
会
場
に
招
待
す
る

な
ど
「
埼
玉
土
建
だ
か
ら

安
心
」
「
地
元
・
顔
が
見

え
る
」
住
宅
デ
ー
を
実
践

し
、
更
な
る
埼
玉
土
建
の

地
域
で
の
信
頼
獲
得
と
仲

間
の
仕
事
に
つ
な
げ
る
住

宅
デ
ー
に
し
て
い
き
た
い
。

地地 地地
域域 域域
のの のの
自自 自自
治治 治治
会会 会会
・・ ・・

自自 自自
治治 治治
体体 体体
とと とと
協協 協協
力力 力力

各
支
部
で
は
自
治
会
へ

の
回
覧
や
地
域
諸
団
体
へ

協
力
・
参
加
の
申
し
入
れ

を
行
っ
て
い
る
。
川
越
支

部
で
は
地
域
の
自
治
会
と

共
同
、
小
学
校
を
貸
し
切
っ

て
大
規
模
に
開
催
。
坂
戸

支
部
で
は
、
市
と
協
力
し
、

家
具
転
倒
防
止
金
具
の
取

り
付
け
を
準
備
し
て
い
る
。

県県 県県
・・ ・・
市市 市市
にに にに
要要 要要
請請 請請
しし しし

会会 会会
場場 場場
でで でで
耐耐 耐耐
震震 震震
診診 診診
断断 断断

川
口
市
の
会
場
で
県
の

職
員
に
よ
る
無
料
耐
震
診

断
（
川
口
鳩
ケ
谷
支
部
）
、

朝
霞
市
職
員
が
診
断
・
改

修
の
説
明
に
各
会
場
を
ま

わ
る
（
朝
志
和
支
部
）
、

所
沢
市
と
共
同
し
て
耐
震

診
断
を
準
備
（
所
沢
支
部
）
、

な
ど
埼
玉
土
建
か
ら
自
治

体
へ
働
き
か
け
、
各
会
場

で
の
耐
震
診
断
が
実
施
さ

れ
る
予
定
だ
。

住住 住住
宅宅 宅宅
デデ デデ
ーー ーー
でで でで
「「 「「
ＯＯ ＯＯ
ＮＮ ＮＮ
ＥＥ ＥＥ

ココ ココ
イイ イイ
ンン ンン
」」 」」
実実 実実
施施 施施

さ
い
た
ま
北
支
部
で
は

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
コ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
」
を
住
宅
デ
ー
に
合
わ

せ
て
実
施
、
各
会
場
周
辺

に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

仲
間
の
仕
事
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
を
狙
う
。

住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

の
４
月
末
現
在
の
執
行
状

況
が
５
月

14日
に
発
表
さ

れ
た
。
新
築
が
２
２
７
０

戸
、
リ
フ
ォ
ー
ム
が
１
７

８
１
３
戸
で
、
合
わ
せ
て

２
億
４
４
５
５
万
９
０
０

０
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
申

請
は
「
工
事
完
了
後
」
に

な
る
た
め
、
現
在
、
し
か

か
り
の
工
事
は
も
ち
ろ
ん
、

申
請
途
中
の
物
件
は
含
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
程
度
の
ポ
イ
ン
ト
数

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
５

月
、
６
月
に
は
大
手
や
ビ

ル
ダ
ー
の
施
工
し
た
新
築

住
宅
の
申
請
が
始
ま
る
は

ず
で
、
申
請
数
の
大
幅
な

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
予

算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

は
、
こ
の
紙
面
で
も
伝
え

て
い
く
予
定
だ
。
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の資格です。学習・交流を通じ、中小業者の協

同化を目指しています。
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第第 第第

33333333回回 回回
住住 住住
宅宅 宅宅
デデ デデ
ーー ーー
はは はは
、、 、、
埼埼 埼埼
玉玉 玉玉
土土 土土
建建 建建
全全 全全
体体 体体
でで でで
３３ ３３
７７ ７７
００ ００
会会 会会
場場 場場
がが がが

開開 開開
催催 催催
をを をを
予予 予予
定定 定定
しし しし
、、 、、
住住 住住
宅宅 宅宅
エエ エエ
ココ ココ
ポポ ポポ
イイ イイ
ンン ンン
トト トト
、、 、、
耐耐 耐耐
震震 震震
対対 対対
策策 策策
なな なな
どど どど
、、 、、

仕仕 仕仕
事事 事事
にに にに
つつ つつ
なな なな
げげ げげ
るる るる
住住 住住
宅宅 宅宅
相相 相相
談談 談談
をを をを
前前 前前
面面 面面
にに にに
押押 押押
しし しし
出出 出出
しし しし
てて てて
いい いい
くく くく
。。 。。

家家 家家
づづ づづ
くく くく
りり りり
とと とと
安安 安安
全全 全全
安安 安安
心心 心心
なな なな
町町 町町
づづ づづ
くく くく
りり りり
のの のの
担担 担担
いい いい
手手 手手
「「 「「
埼埼 埼埼
玉玉 玉玉
土土 土土
建建 建建
」」 」」

をを をを
地地 地地
域域 域域
にに にに
知知 知知
らら らら
せせ せせ
、、 、、
住住 住住
宅宅 宅宅
デデ デデ
ーー ーー
をを をを
仕仕 仕仕
事事 事事
おお おお
ここ ここ
しし しし
のの のの
運運 運運
動動 動動
のの のの
柱柱 柱柱

にに にに
据据 据据
ええ ええ
、、 、、
各各 各各
地地 地地
域域 域域
でで でで
準準 準準
備備 備備
がが がが
進進 進進
めめ めめ
らら らら
れれ れれ
てて てて
いい いい
るる るる
。。 。。

上
棟
式
を
し
た
さ
い
た
ま
南

現在の登録数－5/31現在

570業者－施工例180

ホームドクターなび登録受付中
住まいのネットワーク会員の仲
間はぜひホームドクターなびに
登録を。ホームページや施工例
が無くとも登録可能。問い合せ、
申し込みは今すぐ所属支部へ。



住住 住住
宅宅 宅宅
共共 共共
通通 通通

ＩＩ ＩＩ
ＤＤ ＤＤ
発発 発発
行行 行行
へへ へへ

住
宅
履
歴
情
報
シ
ス
テ

ム
「
い
え
か
る
て
」
の
準

備
が
最
終
段
階
に
入
っ
た
。

５
月

10日
に
は
、
住
宅

情
報
履
歴
シ
ス
テ
ム
を
運

用
す
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
機

関
な
ど
で
構
成
す
る

「
（
財
）
住
宅
履
歴
情
報

蓄
積
・
活
用
推
進
協
議
会
」

が
発
足
し
、

住
宅
に
ふ
る

共
通
Ｉ
Ｄ
の

情
報
管
理
を

行
っ
て
い
く
。

住
宅
履
歴
情

報
は
「
長
期
優
良
住
宅
」

の
必
須
条
件
と
な
っ
て
い

る
と
と
も
に
、
国
の
進
め

る
「
中
古
住
宅
市
場
の
活

性
化
」
の
根
幹
と
な
る
シ

ス
テ
ム
だ
。

住
宅
履
歴
情
報
の
あ
る

家
の
施
主
の
メ
リ
ッ
ト
は

①
計
画
的
な
維
持
管
理
②

情
報
を
活
用
し
た
合
理
的

な
リ
フ
ォ
ー
ム
、
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
施
主
の

一
番
の
関
心
で
あ
る
「
住

宅
の
価
値
」
に
つ
い
て
は
、

（
財
）
不
動
産
流
通
近
代

化
セ
ン
タ
ー
の
査
定
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
れ
ば
築

25年
の

住
宅
で
も
査
定
が
１
～
２

割
ア
ッ
プ
す
る
と
し
て
い

る
。

履履 履履
歴歴 歴歴

情情 情情
報報 報報

はは はは
顧顧 顧顧

客客 客客
囲囲 囲囲

いい いい
込込 込込

みみ みみ
のの のの

ツツ ツツ
ーー ーー

ルル ルル
にに にに

住
宅
履
歴
は
住
ま
い
手

の
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
以
上
に
住
宅
供
給
者

に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
の

方
が
多
い
。
住
宅
履
歴
の

契
約
は
同
時
に
維
持
管
理

契
約
を
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
し
、
い
つ
で
も
自
分

の
家
の
歴
史
を
確
認
で
き

る
住
宅
履
歴
情
報
は
「
家

を
大
事
に
し
た
い
」
と
い

う
施
主
の
思
い
を
く
す
ぐ

る
も
の
で
あ
り
、
家
の
修

繕
や
リ
フ
ォ
ー
ム
意
欲
を

後
押
し
す
る
は
ず
だ
。
組

合
で
は
８
月
に
住
宅
履
歴

の
学
習
会
を
予
定
し
て
い

る
。
ぜ
ひ
参
加
し
、
住
宅

履
歴
情
報
を
顧
客
の
囲
い

込
み
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

中
小
住
宅
供
給
者
が
建

て
る
長
期
優
良
住
宅
に
１

０
０
万
円
を
補
助
す
る

「
長
期
優
良
住
宅
普
及
促

進
事
業
」
が
今
年
度
も
実

施
さ
れ
る
。
補
助
の
条
件

は
①
長
期
優
良
住
宅
②
住

宅
履
歴
の
整
備
③
構
造
見

学
会
の
実
施
④
年
間
供
給

50戸
以
下
の
中
小
事
業
者

に
よ
る
供
給
、
の
４
点
だ
。

今
年
度
は
更
に
構
造
材
に

地
域
産
材
を
使
用
す
れ
ば

20万
円
が
上
乗
せ
で
補
助

さ
れ
る
。

長
期
優
良

住
宅
の
活

用
に
は
学

習
が
欠
か

せ
な
く
、

「
難
し
い
」

と
考
え
る

仲
間
も
多

い
。
し
か

し
、
普
及
促
進
事
業
の
最

大
の
目
的
は
中
小
事
業
者

へ
の
普
及
促
進
で
あ
り
、

大
手
メ
ー
カ
ー
の
標
準
化

が
急
速
に
進
ん
で
い
る
い

ま
、
補
助
を
受
け
な
が
ら

挑
戦
で
き
る
「
チ
ャ
ン
ス
」

と
捉
え
、
ぜ
ひ
活
用
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

長
期
優
良
住
宅
は
建
物
の

定
期
点
検
と
修
繕
が
所
有

者
の
義
務
に
な
る
た
め
、

定
期
点
検
を
含
め
た
「
顧

客
囲
い
込
み
」
と
い
う
観

点
で
も
挑
戦
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
事
業
の
詳
し
い

問
い
合
わ
せ
は
実
施
支
援

室
・
T
E
L
0
5
7
0
-
0
5
0
-
7
9
2

か
埼
玉
土
建
本
部
・
福
重

ま
で
。
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兵
庫
県
と
神
戸
市
は
５
月

21日
、
住
宅
の
耐
震
工
事

へ
の
補
助
事
業
の
申
請
書

類
４
２
０
件
、
計
１
億
６

５
０
０
万
円
分
に
つ
い
て
、

住
友
不
動
産
の
社
員
が
、

03年
度
か
ら

09

年
度
に
か
け
て
、

契
約
日
を
改
ざ
ん

し
て
い
た
と
発
表

し
た
。
県
と
市
は
、

05年

度
以
降
の
計
３
６
４
件
、

１
億
４
８
０
０
万
円
の
補

助
金
の
返
還
を
住
民
に
命

令
す
る
方
針
で
、
住
友
不

動
産
が
代
わ
っ
て
負
担
す

る
よ
う
に
な
る
。
住
友
不

動
産
の
手
口
は
、
補
助
申

請
を
す
る
前
に
契
約
し
た

場
合
に
、
契
約
日
を
申
請

後
に
ず
ら
し
て
い
る
も
の

で
、
神
戸
市
民
が
阪
神
大

震
災
の
辛
い
経
験
か
ら
作

り
上
げ
た
制
度
を
悪
用
し

た
住
友
不
動
産
の
姿
勢
は
、

補
助
金
返
還
だ
け
で
済
ま

さ
れ
る
問
題
で
な
い
。
そ

も
そ
も
、
大
地
震
が
起
こ
っ

た
と
き
、
素
早
く
救
助
や

応
急
措
置
を
行
う
の
は
、

地
元
の
建
設
業
者
だ
。
耐

震
助
成
制
度
は
地
元
住
民

へ
の
補
助
と
同
時
に
、

も
し
も
の
時
に
頼
れ
る

地
域
業
者
の
育
成
の
観

点
で
大
い
に
活
用
す
べ

き
だ
。
こ
の
事
件
を
契
機

に
、
耐
震
助
成
制
度
の
要

件
の
一
つ
に
「
地
元
企
業

へ
の
発
注
」
を
い
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

普
及
促
進
事
業
の
チ
ラ
シ
は
「
木
の
い
え
整
備
促

進
事
業
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る


